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今 もむ かし も 川 崎の 大師 は 二十 一日が 縁日で、 殊に 

しょうご くみつき みちのり 

正 五 九の 三月 は 参詣人が 多い。 江戸から 少しく 路程 は 

あしよわ たかな わ か ご 

離れて いるが、 足弱 は 高 輪 あたりから 駕籠に 乗って ゆ 

ぞうり わらじ 

く。 達者な 者 は 早朝から 江戸 を 出て 草履 か 草鞋ば きで 

日帰りの 短い 旅 をす る。 それや これ やで、 汽車 や 電車 

の 便利の ない 時代に も、 大師 詣 での 七、 八 分 は 江戸の 

しんじん もの 

信心 者で あ つ た。 

これ も その 信心 者の 一 人であろう。 四十 を 一つ 二つ 

も 越えたら しい 武家の 御新造 ふうの 女が、 ひとりの 



下男 を 供に つれて 大師の 門前に さしかかった。 文政 十 

一 年の 秋 ももう 暮れ かかる 九月 一 一十 一 日朝の 四つ 半 頃 

あし ほ わた 

(午前 十 一 時) で、 大師 河原の 芦の 穂 綿 は 青々 と 晴れた 

空の 下に 白く 乱れて なびいて いた。 

この 主従 は 七つ (午前 四時) 起き をして 江戸の 屋敷 

かち 

を 出て、 往 きの 片道 を 徒で 歩いて、 戻り を 駕籠に 乗る 

という 世間な みの 道中で あるら しく、 主人の 女 はもう 

かなりに 疲れたら しい 草履の 足 を ひき 摺 つていた。 下 

ちゅうげん 

男 は いわゆる 中間で、 年の ころ は 二十 四、 五の 見る か 

たく 

ら逞 ましそう な 男ぶ りであった。 彼 は 型の ごとくに 一 

本の 木刀 を さして、 何 かの 小さい 風呂敷 づ つみ を 持つ 



「角 蔵 どん はどうした。 達者 かえ ごと、 下男の 久助は 

き 

H ヽ ち。 
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「はい。 おかげさまで 無事に 稼いで おります ごと、 母 

は 答えた。 「あなた 方 はま だ 御 参詣 はお 済みに なり ま 

せんか ご 

「これから だ。 おめえ 達 はもう 済んだ のか ご 

「はいご 

「では、 ここに 少し 待って いてお くれで ないか。 わた 

し 達 は 御 参詣 を 済ま せ て 来 ま すから ご 

と、 女 は 言った。 

「はい、 はい。 どうぞ ごゆつ くりと 御 参詣 遊ばして… 



である。 かれらが 油断して 近寄る ところ を 待 受けて、 

ただ 一発に 撃ち 落さな けれ はならない。 ついては、 そ 

おおび やくしょう 

の 本陣の 詰 所 を 土地の 庄屋 または 大 百姓 の 家に 置き、 

もちば 

当番の 組々 が ひそかにめ いめいの 持 場 を 固める ことに 

なって いた。 官命と はいいながら、 何分に も 殺生の 

仕事で あるから、 寺院 を 詰 所に 宛てる の を 遠慮す るの 

が 例であった。 

ことし も 九月からの 鷲 撃ちが 始められた。 和 田弥太 

郎 は年番 にあた つたが、 古参で あるから まだ 出ない。 

最初の 九月 は 未熟の 新参者が 勤める， J とに なって いる 

の は、 めったに 鷲が 姿 を 見せない からで ある。 山々 の 



木の葉が ほんとうに 落ち はじめて、 鷲が いよいよ その 

巣 を 離れて 遠征 を こころみる 十月の 頃になる と、 古参 

の 腕利きが 初め て 出張る ので ある。 

弥太郎 も 用意して 出張の 曰 を 待って いるので あった。 

二 

おじろ 

「いかに 和 田で も、 羽田の 尾 白 は 仕留められまい。 I 

うわさ ひやひや 

I その 噂 を 聞く たびに、 わたし は 冷々 します ご 

お 松 は 溜息 まじりで 言った。 弥太郎 の 妻のお 松と 下 

男の 久助は 大師 堂 参詣 をす ませて、 桜の 木 かげに 待た 



いよいよ 馬鹿にされて いるよう な 気がする ので、 お 

豊も あざ笑った。 

「なん ぼ 私ら のよう な 田舎者で も、 浅 草の 観音 さまぐ 

らい は 知つ て いますの さ ご 

がく げんざんみ 

「そんなら 観音 堂の 額 を 見たろう。 あのな かに 源 三位 

頼 政の 鵪 退治が ある。 頼 政が 鵷を 射て 落す と、 家来の 

猪 早 太が 刀 をぬ いて 剌し 透す の だ。 な、 判った か。 旦 

那 さまが 頼 政で、 この 久 助が 猪 早 太と いう 役 廻り だ。 

鷲 撃ちの 時 にゃあ、 おれ もこん な 犬 おどしの 木刀 を 差 

しちや あ 行かね え。 本 身の 脇 指 をぶ つ 込んで 出かける 

ん だから、 そう 甲 3 つて くれ。 あは はは はは。」 



の 膳に は 頭つ きの 魚が 添えて あった。 旧暦の 十月で 

あるから、 この頃の 朝 は 寒い。 ゆうべ は 木枯しが 吹き 

つづけた ので、 けさの 庭に は 霜が 白かった。 

又 次郎も 身支度 をして 部屋 を 出る と、 女中のお 島が 

忍ぶ ように 近寄って 来た。 

「若旦那 さま、 どうぞお 気 をお 付け 遊ばして …… ご 

「むむ。 留守 をた のむ ぞご 

お 島 はま だ 何 か 言いたい らしかった。 又次郎 もす こ 

ちゆ-つちよ 

し 躊躇して いると、 それ を 叱る ような 父の 声が 玄関 

からき こえた。 

「又 次郎。 なに をして いる。 早く 来い ご 



主人 思 い の 角 蔵 夫婦 も f J の 上に は 何とも 言 いようが 

なかった。 又 次郎も ほかに 返事の しょうがなかった。 

それから 続いて 鷲 撃ちの 話が 出て、 ことし は 九月 以来、 

鷲が 一 羽 も 姿 を 見せなかった こと、 ゆうべ 初めて 一 羽 

の 仔 鷲 を 見つけた が、 鉄砲 方が 不馴れの ために 撃ち 損 

じた こと、 それら を 夫婦が 代る がわる に 話した が、 い 

ずれ もす でに 承知の ことば かりで、 特に 又 次郎は 興味 

を そそる ような 新しい 報告 もなかった。 

長居 をして は 悪い という 遠慮から、 夫婦 はいい ほど 

に 話 を 打 切って 帰り支度に かかった。 

「いずれ 又う かがいます。 旦那 さまに もよ ろしく… 



かされて、 不覚 をと る ほどの 臆病者で もなかった。 

「おまえ は 乱心して いるな ご 

又次郎 でな くと も、 この場合、 まずこう 判断す るの 

が 正当であろう。 こう 言いながら、 彼は摑 まれた 腕 を 

振 払おうと すると、 お 蝶の 手 は 容易に 放れなかった。 

その 指先 は 猛鳥の 爪の ように、 又 次郎の 腕の 皮肉に 鋭 

く 食い入って いるので、 彼 はまた ぎょっとした。 

「わたしの 親 を 助けてく ださい ご と、 お 蝶 は 又 言った _ 

「その 親 は どこに いるの だ ご 

お 蝶 は摑ん でいた 手 を 放して、 海と は 反対の 空 を 指 

さした。 それ を 見て いるう ちに、 又次郎 はふと 考えた _ 



おれ は大 鳥の 尾 白 を 撃つ という 意味が、 言葉の 裏に 

含まれて いるら しく 思われる ので、 又次郎 はいよ いよ 

暗い 心 持に なった。 

「もう 五つ (午前 八 時) だろう なご 

「そうで ございましよう。」 

「むむ ご と、 弥太郎 は 再び 空 をみ あげた。 「あいつら 

もなかな か 用心深い から、 日が 高くな つて は 姿 をみ せ 

ない もの だ。 大抵 は 朝 か 夕方に 出て 来る の だから、 

きょう もまず 昼間 は 休み だ。 おれ はこれ から 庄屋の 家 

へ 寄って、 御用の 邪魔 をし ないように 言い聞かせ てく 

る。 年々 のこと だから 判リ 切って いる はず だのに、 ど 



「あれ、 いらっしゃ いまし ご 

迎ぃ 入れられて、 又 次郎は 竹縁に 腰をおろした。 

「風が すこし ffl いだので、 角 蔵 は 沖へ 出ました が、 ま 

た 吹 出した ようで ございま すごと、 ぉ豊は 言った。 「い 

え、 もう、 冬の 海 商売 は 半休み も 同様で ございま すご 

「お 蝶 はどうした ご 

「さっきお 宿へ 出ました 留守の あいだに、 どこへ か 出 

まして 帰りません ご 

果たして 案の 通りで あると、 又 次郎は 思った。 

「お 蝶 はこの ごろ 達者 かな ご と、 彼 は それとなく 探り 

を 入れた。 



を 知らない かと、 又 次郎は 口の 先まで 出かかった が、 

やはり 躊躇した。 彼 はた だうな ずいて 別れた。 

老巧の 弥太郎 のい う 通り、 さすがの 荒 鷲 も 青天の 白 

昼に は 余りに 姿 を 見せないで、 多く は 早暁 か 夕暮れに 
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飛んで くる。 殊に 雁 や 鴉と はちがつて、 いかに それ 

が 江戸時代で あっても、 仮り にも 鷲と 名のつ く ほどの 

ものが 毎日 ぞろぞろと 繫が つ て 来る 害がない。 けさ 三 

羽の 仔 鷲が 相 前後して 飛んで きたの は、 一 季に 一 度ぐ 

らいの 異例と いってよ い。 それ を 撃ち 洩らした 以上、 

この 後 は 三日 目に 一 羽 来る か、 七日 目に 一 羽 来る か、 

あるいは 十日 も 半月 もまった く 姿 をみ せない か、 ほと 



いた。 風がない せいか、 今夜 はさの みに 寒くなかった。 

御馳走 酒に 酔った せいでも あるまい が、 又 次 郎は近 

ごろに 覚えない ほどの いい 心 持に なった。 彼 は 暖かい 

ような、 薄ら 眠い ような、 なんとも いえない 心 持で、 

庭の 冬木立ち の あいだ を くぐりぬ けて、 ふらふらと 表 

門の 外へ 出る と、 月 はいよ いよ 明るかった。 まだ 五つ 

(午後 八 時) を 過ぎた くらいで あろうと 思われる のに、 

ここら は 深夜の ように しずま つ て、 田畑の あいだに 遠 

く 点在す る 人家の 灯 もみな 消えて いる。 

又 次郎は どこ を あて ともなし に、 明るい 往来 を さま 

よい 歩いて いたが、 ふと 気がつく と、 自分のう しろ か 



酔って いると 思って 馬鹿にする なご 

彼 はよ ろけ ながら 腰の 脇 指に 手 を かけた が、 さすが 

に 思い切つ て 抜こうと もしなかった。 

「おい、 焦らさないで 正直に 言って くれ。 おまえ は 狐 

で、 おれ を 化かす のか。 それとも 本当のお 島 かご 

「島で) j ざいます。 」 

「お 島 かご 

「はいご 

「それで 安心した。 宿へ 帰って は 親父が 面倒 だ。 お ま 

うち 

えの 家に は 病人が ある。 お前 は 土地の 生れ だから、 い 

いところ を 知ってい るだろう。 どこへ でも 連れて行つ 



「な、 なんで ございま すご 

「鷲の 羽音が きこえる。 支度 をし ろご 

主従 二人 は 直ぐに 身支度 をして 表へ 龃 けだした。 こ 

うなる と、 他の 人々 も 落着いて はいられ なくなった。 

いずれも 半信半疑ながら、 思い思いに 身支度 をした。 

中には 多寡 をく くって、 着の み 着の ままで ひやかし 半 

分に 龃 けだす の もあった。 

出て 見る と、 それ は 弥太郎 の 空耳ではなかった。 昼 

こうこ 1 つ へ さ lb く 

のように 明るい 冬の 月が 晃々 と 高く かかって、 碧 落 千 

里の 果てまで も 見渡され るかと 思われる 大空の 西の方 

から、 一 つの 黒い 影が だんだんに 近づいて きた。 それ 



ると、 彼 はおい おいに 快方に むかって、 床の 上で もう 

起き直つ ていた。 かれら 夫婦 は 自分の 娘の 死 を 悲しむ 

よりも、 若旦那の 死 を 深く It ん でいた。 

久 助の 詮議に 対して、 角 蔵 はこん な 秘密 を あかした。 

今から 十六 年 前の 秋、 彼 は 甲 州の 親類 をたず ねて 帰る 

途中、 笹子 峠の 麓の 小さい 宿屋に 泊る と、 となりの 部 

屋に 三十 前後の 上品な 尼僧が おなじく 泊り 合せて いた。 

尼僧 は 旅すが たで、 当歳 かと 思われる 赤 児 を 抱いて い 

た。 その 話に よると、 かれが 信 州と 甲 州の 境の 山中 を 

通りかか ると、 どこかで 赤 児の 泣く 声が きこえる。 不 

思議に 思って 見 まわす と、 年 古る 樟の 大樹に 鷲の 巣が 
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